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Abstract
Work was carried out on two major groups of objects: animal remains and human mummies. In the case of the 
animal remains, the work focused on loose bones as well as mummified animals. For the mummies, attention 
was paid to both the creatures that were mummified as well as the techniques of mummification. For the human 
mummies, the focus was on their mummification.

1．はじめに
　本稿では、日本・エジプト合同サッカラ調査隊の第 3次から第 5次調査にかけて出土した動物遺存体、人間

のミイラなどに関する調査の概要を報告する。動物遺存体については、骨片とミイラについて分析を行った。

特に動物のミイラについては、ミイラ化された動物の種類とそれらのミイラ製作の技術について焦点を当てた。

一方、人間のミイラについてはミイラ製作技法について焦点を当てた。

2．動物のミイラ
　いくつかの異なる出土コンテキストから動物のミイラが発見された。その大部はイヌのミイラである。それ

らの残存状況は、あまり良好ではないが、ミイラ製作技法の情報を得るには十分であった。

　動物のミイラの多くは、第 4次調査において発掘区 Area 1、2の西端、斜面上部に位置するタフラ⑧層から

出土したものであり（河合他 2020a: 21）、26体のイヌのミイラと数体のネコのミイラが確認された（写真 1）。

イヌのミイラの中にネコのミイラが混ざることは他遺跡でも見られ、近隣のアヌビスのカタコンベでは、イヌ

のミイラの中にネコやマングースのミイラも混ざっていた（Ikram et al. 2013; Nicholson et al. 2015）。出土し

たイヌのミイラは、子犬から成犬まで多岐にわたるが、多くは 1歳以下の年齢であった。この傾向はアヌビス

のカタコンベやアシュートのイヌの墓地でもみられる（Kitagawa 2016）。興味深いことに、1体のイヌのミイ

ラ（NS04-o00435）では、肋骨が異なる部分で 2回折られており、その後に修復されていた。肋骨の破損と修

復の性質を考えると、人間が肋骨の治療に関与していたかどうかは不明である。

　動物の毛皮の色は一様ではない。大部の毛皮は黄色系の茶色で、いくつかは焦げ茶色であったが、1つは、

黄色と黒色のまだら模様であった。これは、おそらくミイラ製作時になされたのかもしれない。

　出土した動物のミイラの製作技法は比較的良質であった。これは、比較的温湿度の変化が激しいアヌビスの
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カタコンベの出土のものよりも良質である。本調査区から出土した動物のミイラは砂の中に包含された状態で

発見されており、本来別のカタコンベ由来だとしても別の年代のものと思われる。動物は、ナトロンや一種の

塩類を用いて乾燥化され、樹脂あるいは香油が塗られた後に、亜麻布で巻かれたようである。そして、それは

樹脂と香油を混ぜた暗色の樹脂のような液体に浸漬された。暗色の物質に浸漬された亜麻布の詰め物は、胎内、

特に腹部と四肢の間に詰められた。いくつかの動物のミイラにはパピルスの茎が使われ、1体の断片となった

ミイラからは原位置で確認された。この例では、イヌの四肢はパピルスの条片で姿勢が維持され、その上から

亜麻布が 4層にわたって被せられていた。おそらく、より多くの亜麻布が巻かれていたと思われるが、原状を

留めていないのであろう。パピルスは、ローマ支配期のコム・メレフ出土のガゼルのミイラで使用されていた

ことが知られている（Ikram and Iskander 2002）1)。他の動物のミイラでパピルスが使用された例では、ファイ

ユームのディール・アル＝バナート出土の仔牛やイヌに認められる（Ikram and Iskander 2002; Ikram 2013）。

　保存された遺体から、イヌ（そしておそらくネコも）は、標準的な姿勢をしていたと考えられる。つまり、座っ

て、後ろ足を少し押し上げて、前足が胴体の長さに沿って横たわった姿勢である。尾（しばしば別々に巻かれ

た）は後脚を通って引っ張られ、腹の上に置かれた。

　すべての動物のミイラが良好に製作されたわけではない。1つの例（NS04-o00430）では、いくつかのハエ

の蛹が毛皮に入っていた。ハエの蛹が集まって遺体がミイラ化する前に死んで腐食し始めたか、ミイラ製作者

が遺体をナトロンで十分に覆っていなかったため、ハエが死体に侵入できるようになったと考えられる（Ikram 

2015a）。

　1匹のミイラはやや異常で（NS04-o00434）、それは、涙状の形をしていた。この形はトキの埋葬でより一般

的である（Ikram and Iskander 2002）。X線撮影は行っていないため、実際に鳥のミイラであるか、または一部

の子犬のミイラがこの方法で包まれていたかは不明である。

写真 1　第 4次調査で出土したイヌのミイラ
Pl.1  Dog mummy found  in the fourth season
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写真 2　第 3次調査で出土した動物骨
Pl.1  Animal bones found in the third season

　これまで出土した全ての資料を調べたわけではなないが、これらはおそらく北サッカラにおけるアヌビス

の祭祀に関連していたと考えられる。同じような例は、P. ニコルソン（Nicholson）のチームが調査したカタ

コンベに加えて、J. ド・モルガン（De Morgan）によって作成されたサッカラの地図（De Morgan 1897）上に

マークされた 2番目のカタコンベ、テティ王のピラミッド複合体のイヌの埋葬、そしてテティ王ピラミッド墓

地（Hartley et al 2011）、2017年から 2019年にエジプト隊によって発掘された北サッカラ台地の崖際の初期王

朝時代のいくつかのマスタバ墓での埋葬が知られている 2)。明らかに、サッカラのこの地域全体は、イヌが圧

倒的に多い動物の埋葬地で溢れている。これらの祭祀は、地域の宗教的、社会的、文化的、経済的生活（Ikram 

2015b）で重要な役割を果たしていたと考えられる。

3．動物遺存体
　2017年に実施した第 3次調査（河合他 2018）で出土した一連の動物遺存体の調査も実施した（写真 2）。こ

れらにより、ヒツジ、ウシ、ブタ、ナイルパーチ、ヤギなど、さまざまな種が確認された（表 1の最小個体数

を参照）。遺存体の大部分は、あらゆる年齢のヒツジの角核と四肢骨であった。ヒツジは、オスとメスの両方

が含まれていた。またヤギ由来の角が 2点確認された。ブタについては、若いブタ（2歳未満）と高齢ブタ（3.5

歳以上）の両方が含まれていた。少数のウシの遺存体は、幼い動物の（抜け落ちた）歯で構成されており、単

ヤギ ヒツジ ブタ ウシ ナイル・パーチ
19 2 5 2 1

表 1　各動物遺存体の最小個体数
Table 1  Minimum number of individuals of each taxon
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一の個体に由来している可能性がある。発見された唯一のウシの骨は踵骨と中足骨の一部だったが、骨はどち

らも骨端が欠けていたため、年齢は特定できなかった。これらの遺存体で特に印象的なのは、角の数である。

その多くは、おそらく屠殺場に関連したチョップマークを示していた。角は成熟した動物のもので、珍しい。

ヒツジの骨も通常よりも大きく見えたが、完全な骨端の数が不十分であり、年齢を特定する測定ができないた

め、通常よりも大きいという印象は、科学的ではなく、直感的に考えたものである。

4．人間のミイラ
　2019年の第 5次調査では、発見されたローマ支配期のカタコンベの東側から数多くの人間のミイラ化され

た遺体が発見された。人類学的な所見は、馬場悠男博士と坂上和弘博士によって報告があるが（河合他 2020b; 

坂上、馬場 2020）、ここではミイラ製作に関する所見について述べたい。

（1）NS05-o00877（写真 3）
　身長 170cm、肩幅 35cm、臀部幅 33cm

　埋葬姿勢は仰臥位。南北方向に埋葬。頭位方向は南向き、顔は東向きであった。腕を伸ばし、左腕を腰に、

右腕を体の側面に沿って配置していた。足首と膝は亜麻布のストリップで結ばれていた。手首や腰には何も特

徴的なものは認められなかったが、おそらく風化していたと考えられる。包帯の下では、ほとんどの場所で皮

膚は確認できなかった。それは、粉末になったか、高温の樹脂 /香油を塗布することによって焼失し、骨だけ

が残ったためと考えられる。しかし、髪は残存しており、色は薄茶色で、端は整然と切り取られていた。塩類

（またはおそらくナトロン）のように見えるものが髪の一部に確認された。頭は少なくとも 12層の亜麻布で非

写真 3　単純埋葬（NS05-o00877）
Pl.3  Simple burial (NS05-o00877)
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常によく覆われており、そのうちのいくつかは黒い樹脂状物質で含浸されていた。包帯の一部が脱落すると、

顔の皮膚にわずかな量の金箔が残っていた。おそらく本来はより多くの金箔が覆われていたが、残存しなかっ

たとみられる。金箔はプトレマイオス朝の年代を示唆する。

　腕は 7〜 10層の亜麻布の包帯で覆われていた。最も外側の包帯は幅が広く、平均 12cmであった。かなり

の量の樹脂 /香油がミイラの包帯の上に塗られ、それらを通して浸透した部分がいくつか確認された。第 21

王朝のイシスエムケブ D王妃のペット用ガゼルで指摘されているのと同様に、体腔がゆるい砂で満たされてい

るようであった（Ikram and Iskander 2002）。胃の上の部分には、少なくとも 12束の樹脂の塗られた亜麻布が

身体に押し込まれていた。遺体は腸が抜かれたようである。異なる品質の亜麻布が身体全体に使用され、その

大部分はかなりしっかりした中間品質の亜麻布であった。

（2）NS05-o00884（写真 4）
　頭蓋骨の断片、茶色の髪、一部は油のシミが付着。粗い亜麻布が巻かれ、また手足の部分にはミイラ化は見

られない。なお、坂上博士は 15〜 17歳の男性としている。

（3）NS05-o00889（写真 5）
　男性の遺体。仰臥伸展葬のミイラ。頭位方向は、南向き。南北方向に埋葬され、顔は西向きであった。腰の

骨や恥骨に腕をかけている。一部の短い髪は頭に残存しており、ナトロンの残留物もあった。頭は足より高いが、

体が斜面に埋もれていたため、これが意図的かどうかは不明である。左上腕骨が骨折した後に治癒し、椎骨が

しわになっていた。体は亜麻布の包帯で覆われており、胸部の心臓部分には植物性材料の塊が確認された。こ

の遺体もコプト時代に年代づけられる可能性がある。コプト時代のミイラは、一般的には質が高いものの、植

物性の物質が含まれていることが多いためである。

（4）NS05-o00890（写真 6）
　身長 168cm、肩幅 29cm、臀部幅 36cm

　仰臥伸展葬のミイラ。頭位方向は北向き。南北方向に埋葬され、顔は西向きであった。頭部には油や樹脂が

付着した焦げ茶色の髪の毛が確認された。腕の位置は不明瞭だが、おそらく体の側面に沿っていると思われる。

頭は意図的に上げられているようである。膝はハルファ製の縄で結ばれていた。ただし、足首が同じように処

理されていたかは不明である。頭部については、他の部分よりも包帯が厚く巻かれていた。右腕は最初に幅広

の布で縦方向に包まれ、水平に螺旋状に包まれた幅の狭い包帯が肘に追加され、手首まで垂れ下がっていた。

包帯のいくつかは、赤い縁のある白あるいはベージュ色であり、そのうちのいくつかは非常に狭くテープのよ

うである。このミイラはコプト時代に年代づけられると考えられる。

（5）NS05-o00912（写真 7）
　仰臥伸展葬の遺体。頭位方向は南向きである。亜麻布はほとんど残存しておらず、樹脂 /油の痕跡も確認さ

れなかった。他の遺体よりも華奢である。
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写真 5　単純埋葬（NS05-o00889）
Pl.5  Simple burial (NS05-o00889)

写真 4　単純埋葬（NS05-o00884）
Pl.4  Simple burial (NS05-o00884)
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写真 7　単純埋葬（NS05-o00912）
Pl.7  Simple burial (NS05-o00912)

写真 6　単純埋葬（NS05-o00890）
Pl.6  Simple burial (NS05-o00890)
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註

 1) これらはプトレマイオス朝時代末期からローマ支配期前期に年代づけられている（Richardin et al. 2017）。
 2) ラシャ・ナセル氏からの情報と自らの観察による。
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